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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  滋賀県彦根市立西中学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ■中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒５２２－００６１ 

       滋賀県彦根市金亀町８番１号        

  E-mail  nishi@mx.hikone.ed.jp           

  Website  http://www.za.ztv.ne.jp/hikonenishi    

  児童生徒数  男子 １７２名   女子 １５３名  合計 ３２５名 

        児童・生徒の年齢 １３歳～ １５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

■ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 

 

 

 

http://www.za.ztv.ne.jp/hikonenishi
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 ◇国際理解 

  ・体験型授業の「何が起こった？」 を実施した。自分がどこかの外国に移

住し、言葉も文化もわからない、そんな中で地震が起きて被災した設定で

どう行動するかを考える授業である。ポルトガル語のアナウンスやロシア

語の表示に戸惑いながらも積極的に取りくめた。 

  ・今年度は姉妹都市のミシガン州アナーバー市から２名の留学生を受け入れ、

授業は全学級で交流をもった。各学級でエスコート生を決めその生徒が中

心となり交流を深めた。放課後は生徒会紹介や剣道体験などを行った。 

  ・オーストラリアブラックウッドハイスクールとの交流を行った。毎年、手

紙の交換をし、３月に Skype交流を行った。 

 ◇平和・人権 

  ・毎月１回第３水曜日を「西中人権を考える日」とし、放送やプレゼンテー

ションソフトを用いて、日常生活の中の身近な人権問題に気付く感性を高

め、人権意識の高揚を図った。感じたこと、思ったことを５行メッセージ

に書き、いくつかのメッセージを掲示し、放送で読み上げた。 

 ◇環境 

  ・５月３０日の「ごみゼロの日」に合わせて「飛び出せ！西中ごみゼロ大作

戦」と題して、生徒自身が清掃活動を行う場所をあらかじめ事前に調査し、

整備委員を中心にどのような清掃活動を行うかを事前に話し合い、清掃活

動に取り組んだ。本校は彦根城の内堀と中堀の間にありまた、琵琶湖も近

いため、城内公園の清掃や、観光スポットの銅像磨き、琵琶湖岸の清掃な

どにも取り組んだ。 

  ・部活動生徒を中心に、彦根花火大会の翌日、ボランティアとして清掃活動

を行った。早朝からの活動であるが、毎年３分の２以上の生徒が参加し、

他の市民ボランティアの方々と共に琵琶湖岸の清掃を行った。 

 ◇食育 

  ・校区内の農場で地域の農業生産者の方から直接指導を受けながら農業体験

を行った。トウモロコシの苗の定植、脇芽切り、防鳥ネットなどの設置な

どを通して命のつながり、地産地消と環境問題等について体験を通して学

びあった。 

  ・毎月１９日の食育の日には、放送やプレゼンテーションソフトを用いて食

の重要性、栄養、食事と脳の働きなど食と健康や学習との関連などを学ん

だ。 

 ◇伝統文化 

  ・美術科の授業で１年生は屏風のデザイン、２年生は和菓子のデザインとサ

ンプルづくり、３年生は湖東焼きの抹茶茶碗づくりに取り組んだ。和菓子

のデザインでよかったものを実際に和菓子屋さんに依頼して製作してもら

い、茶道の先生に来ていただいて、茶道体験を行った。 

  ・１年生で「彦根探訪」と題して、自分たちの住む彦根をもっと詳しく学ぶ

学習をした。「彦根市の伝統産業には何があるか。」「彦根仏壇はどのように

作られるのか。」などふるさと彦根を中心に様々な課題を生徒一人一人が見

つけ、実際にその場へ行き、インタビューなどをして研究を深めた。 
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 （２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


